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中学校社会科公民的分野における教材構成の方法一教材構成の類型化と「分離独立型」教材の構成方法－
A Study on the Organization of Teaching Materials for the Field of Civic in the Social Studies of
Junior High schools
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表１　教 材 構 成　の　目　的　と　方 法
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単独型 関　　連　　型 従　属　型 独 立 型 目的別
事例数単一 列挙 付加 経過 因果 類比 対比 範例 内容従属 資料従属 活　動 具体物
理
解
関　　 連 １ １ ３ ２ ３ １ １ 12
構　　 造 ６ ６ ４ １ １ ５　　 ’ ８ １ １ 33
機　　　能 １ ５ １ １ ２ ２ １ ３ 16
意　　　味 １ ２ ２ ２ １ ８
意　　　義 １ ４ ２ １ １ ５ １ 15
判
断
合法的判断 ４ ３ １ ８
合目的的判断 ２ １ １ ２ ６
問題解決判断 ２ ２ １ ３ ４ ２ ２ １ 17



























主　　　 題　　　 名 具　体　物
もう－っの生き方を探そう バナナ 食物
どんなアイスクリームを買いますか ｱｲｽｸﾘｰﾑ //
カレーの中にも文化かおる カ レ ー 〃





プリペイドカードはお金か ﾌﾟﾘﾍﾟｲFｶｰ Ｆ 〃
また，教材ごとに学習内容とのかかわりから評価で
きる点は，次の点である。
「もうーつの生き方を探そう」では， ネグロスバナ
ナと普通のバナナのちがいをてがかりとして，学習内
容が発展的に構成されている点である。「どんなアイ
スクリームを買いますか」では，嗜好品であるアイス
クリームと有害な添加物という意外性のある学習内容
が関連づけられ，さらに消費行動のあり方へと内容が
発展的に構成されている点である。「カレーの中にも
文化がある」では，「文化」という抽象的な内容をと
らえさせる視点として身近な食べ物であるカレーが取
り上げられている点である。厂コンビニ流通作戦」「バー
コードからのぞく世界」「問屋と小売店」「ＪＡＳマー
クはだれがつけるか」では，バーコードとＪＡＳマー
クといった身近に見られる記号をてがかりとして，商
業のしくみ，世界経済，流通のしくみなどへと発展的
に学習内容が構成されている点である。「 スパイクタ
イヤはなくせるか」では，スパイクタイヤ公害の原因
について，実際にスパイクタイヤやスパイクピンを観
察することにより実感的にとらえさせている点と，被
害の状況をスパイクタイヤによる道路摩耗量・降下煤
塵量・道路補修費の実際の数量的データにより客観的
な認識をさせている点である。「プリペイドカード は
お金か」では，プリペイドカードを使った買物のシミュ
レーションをして，模擬的に店員を体験させた上で，
お金（貨幣）の条件という概念的な内容を考えさせて
いる点である。
２。匚分離独立型」教材による授業改善への示唆
前節で検討したように「分離独立型」の教材から，
以下のような授業改善への示唆を得ることができるＯ
「分離独立型活動的構成」は，学習活動が教材とし
て構成されることにより，第一に，学習者の主体的な
活動や体験を通して学習内容が習得されること。第二
に，活動の中で学習内容に関する知識が関連づけられ
て学習されること。第三に，複数の異なる立場を体験
することにより多様な判断ができることである。
厂分離独立型具体物構成」の教材は，教材として取
り上げられている具体物が身近なものであることによ
り，第一に，学習者の興味や関心を引きやすく，生活
経験をふまえて学習できること。第二に，概念的・抽
象的な学習内容をとらえさせる視点を提供すること。
第三に，身近で具体的な内容から発展的に学習内容が
構成できることである。
Ⅳ　おわりに
本研究において，学習内容と教材を区別しながら，
教材を構成目的と構成方法の視点から位置づけること
により，教材構成を方法的側面から体系化するてがか
りが得られた。また，その枠組みの中から 厂分離独立
型」教材の構成方法を考察して教材構成の改善を図る
ための示唆を得ることができた。
このような教材構成に関する方法的側面からの研究
は，所与の学習内容に規定されることなく，教師が自
らの教材に関する研究に基づいて，自主的に学習内容
や教材を構成していくための方策を示すものである。
また，「分離独立型」教材の構成方法は，広く共有化
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できる構成方法であり
，多様な授業展開を構成する方
策を示すものであると考える。
今後の課題としては次のことがあげられる
。本研究
で分析対象とした授業事例は
，日々実践されている授
業の
一部でしかなく，実際には，さらに多くの授業が
多種多様に展開されている
。したがって，より多くの
授業実践を説明しうるような枠組みにしていくために
，
さらに多くの実践をもとに
，批判的検討・修正して
いくことが必要である
。また，同様に本研究で抽出し
た厂分離独立型
」の教材である匚活動的構成」と匚具
体物構成
」の教材例もごく一部でしかない。今後の授
業実践及び研究活動によって
，より多くの厂分離独立
型」の教材例を抽出して
，その樶戉方法について分析・
考察を深めていくことが課題である。
【注】
1）社会科教材の規定についての研究としては，たとえ
ば次の文献があげられる。
田中史郎「社会科教材論の対象と方法」岡山大学
教育学部研究集録Na59 1982年pp. 1-8.社会科教材の条件や性格についての研究としては，
たとえば次の文献があげられる。佐島群巳「基本的教材のもつ性格」「社会科授業
づくりの基礎・基本」明治図書1983年pp.36-46.綾
井健二「中学校学習課題が見えてくる教材研究」『教
育科学社会科教育』明治図書N（λ270 1985年５月
pp.44-51.
2）このような実践的研究としては
，次のものがあげられる。
佐藤照雄・星村平和・篠原昭雄編『中学校教育課
程実践指導事例集社会３年公民』第一法規
柿沼利昭編『中学校社会科授業研究３　身近な教
材を活用した公民的分野の授業』明治図書1983年
3）公民的分野にかかわる授業事例が集録されている書
籍では
，たとえば次のようなものある。
・安井俊夫「発言をひきだす社会科の授業」日本書
籍1986年
・同『主権者を育てる公民の授業』あゆみ出版1886
年
・河原和之『「ウソッ」「ポンド」からはじまる公民学
習」日本書籍1991年
・若木久造『モノからの社会科授業づくり一教材開
発最前線・教室に楽しさと夢を』日本書籍1992年
・漆間浩一「社会科授業のコツ＆アイデア」学事出
版1992年
・藤岡信勝・石井郁男編『ストップモーション方式に
よる１時間の授業技術中学社会公民』日本書籍
1989年
・全国民主主義教育研究会編『手に取る公民・現代
社会教材
・入手と活用』地歴社1991年
・川島孝郎・石井郁男・安井俊夫編著『ストップ方式
による教材研究の１単元の授業』日本書籍1991年
・ネットワーク編集委員会『子どもが動く社会科授業』
学事出版1993年
・歴史教育者協議会編『新たのしくわかる中学社会
公民の授業（上
・下）』あゆみ出版1993年
・片上宗二編著『中学社会科公民のおもしろ授業づ
くり』明治図書1993年
4）本研究では
，最近発行された中学校社会科公民的分
野の授業事例集より以下の書籍に収録されている授業
事例から合計115事例を分析対象とした。
①　歴史教育者協議会編『だのしくわかる中学社会
科公民的分野の授業（上・下）』あゆみ出版1993
年（全96事例）
②　藤岡信勝
・石井郁男編著『ストップモーション
方式による１時間の授業技術　中学社会公民』日本書籍1988年（全12事例）
③　谷川彰英編『楽しく学べるヒント教材８・７中
学社会科の授業Ｉ・ｎ』明治図書1990年（公民
的分野関係７事例）
これらの書籍を取り上げた理由は
，学習指導要領に
学習内容が規定されていないことから
，より多様な学
習内容に対応した教材を考察できること
。また，授業
のなかで用いられた資料などが掲載されていること及
び授業過程の部分的な報告や概要説明ではなく１時
間を通して説明や発問が記述されていることから
，学
習内容の構成と教材の構成との対応や
，授業全体の
学習内容と教材との構成が
っかみやすいことである。
なお
，授業事例リスト及び授業分析の実際につい
ては
，拙稿「中学校社会科授業における教材構成の
目的と方法一公民的分野の授業事例をて力功絢にしてー」
平成６年度兵庫教育大学大学院修士論文1994年を参
照されたい。
5）教材の構成目的の類型化にあたっては，次の文献を
参考にした。
浅井啓言匚中学校社会科公民的分野の学習指導方
法論とその改革
」昭和62年度兵庫教育大学大学院修
士論文pp.7-17.中村哲編著『新中学校社会科授
業方略の理論と実践　公民編』清水書院1992年
pp.15-19.
6）構成方法における匚未分離関連型」教材の資料の構
成方法については
，次の文献を参考にした。
矢野健治「小学校社会科ビデオ教材の活用目的と
構成形態」平成５年度兵庫教育大学大学院修士論文
pp.15-18.
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